
に
よ
る
国
内
労
働
力
の
減
少
を
外

国
人
労
働
者
で
補
っ
て
い
る
代
表

的
な
業
種
だ
。
２
０
２
３
年
10
月

末
の
食
品
製
造
業
に
お
け
る
外
国

人
労
働
者
数
は
16
万
９
４
８
３
人

で
全
製
造
業
の
30
％
を
占
め
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
の
13
万

８
１
４
人
を
上
回
っ
て
い
る
。

２
０
２
５
年
は

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に

　
食
品
製
造
業
界
で
は
製
品
価
格

の
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
１
９
５
社
を
対

象
に
行
っ
た
価
格
改
定
動
向
調
査

に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
の
値
上

げ
品
目
数
は
１
万
２
５
２
０
に
達

　
多
数
の
従
業
者
を
抱
え
る
食
品

製
造
業
に
お
い
て
も
、
労
働
力
不

足
は
深
刻
だ
。
２
０
２
２
年
度
の

欠
員
率
は
１
・
８
％
と
全
製
造
業

平
均
の
１
・
２
％
を
上
回
り
、
２

０
２
４
年
１
月
か
ら
３
月
の
有
効

求
人
倍
率
で
も
３
・
05
倍
と
全
産

業
平
均
の
１
・
33
倍
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
る
。

　
食
品
製
造
業
は
、
少
子
高
齢
化

品
製
造
業
の
法
人
事
業
所

数
は
２
万
４
７
６
９
で
、

製
造
業
で
は
金
属
製
品
製
造
業
に

次
い
で
２
番
目
に
多
く
、
全
製
造

業
の
11
・
１
％
に
あ
た
る
。
従
業

者
数
は
１
１
２
万
２
２
７
４
人
と

製
造
業
の
中
で
最
も
多
く
、
全
製

造
業
の
14
・
５
％
に
あ
た
る
（
経

済
産
業
省
・
２
０
２
３
年
経
済
構

造
実
態
調
査
）。

し
、
値
上
げ
率
平
均
は
17
％
で
あ

る
。
２
０
２
５
年
の
値
上
げ
品
目

は
年
間
１
万
５
０
０
０
か
ら
２
万

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
４

年
以
上
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
値
上
げ
理
由
は
物
流
費
・
人
件

費
上
昇
の
ほ
か
、
大
半
の
企
業
が

原
材
料
費
の
高
騰
を
主
な
要
因
に

挙
げ
て
い
る
。
原
材
料
費
の
高
騰

は
主
に
需
給
ひ
っ
迫
に
よ
り
起
こ

る
が
、
こ
れ
に
は
複
数
の
要
因
が

絡
ん
で
い
る
（
図
表
１
）。

　
基
本
的
に
他
業
種
に
比
べ
労
働

生
産
性
の
低
い
食
品
製
造
業
は
、

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
り
収
益

確
保
が
一
層
厳
し
い
状
況
に
あ

流
通
業
者
と
の
連
携
強
化
が

業
績
向
上
の
カ
ギ
を
握
る

業
種
業
種
1

食
品
製
造
業

食
代
表
業
種

代
表
業
種
のの
経
営
環
境

経
営
環
境
＆＆

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
製
造
業
の
中
で
も
代
表
的
な
５
業
種
を
挙
げ
、
最
近

の
経
営
環
境
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

八
木
利
樹
中
小
企
業
診
断
士

訪
問
時
の
話
題
に
有
効
！
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つ
き
が
あ
り
、
人
手
に
頼
ら
な
け

れ
ば
加
工
が
困
難
だ
っ
た
原
材
料

も
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
高
精
度
な

切
り
分
け
が
可
能
に
な
り
、
生
産

性
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

食
品
ロ
ス
の
削
減
は

業
界
の
優
先
課
題

　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
や
資
源
の
有
効
活
用
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
向
け
た
社
会
的

取
組
み
で
あ
り
、
食
品
製
造
業
が

率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
。

　
食
品
ロ
ス
の
発
生
量
は
、
２
０

１
９
年
10
月
に
食
品
ロ
ス
削
減
推

進
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
２
０
２
２
年
度
は

約
４
７
２
万
ト
ン
発
生
し
、
さ
ら

な
る
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
取
組
み
が
み
ら
れ
る
。

・�

Ａ
Ｉ
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
　

分
析
な
ど
需
要
予
測
の
精
緻
化

に
よ
る
過
剰
生
産
の
防
止

・�

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
在
庫
管
理
の

る
。
労
働
生
産
性
が
低
い
理
由
は

労
働
集
約
型
の
業
務
が
多
く
、
機

械
化
や
自
動
化
が
難
し
い
業
種
特

性
に
あ
る
。
人
手
に
頼
る
業
務
が

多
い
ほ
ど
品
質
が
ば
ら
つ
き
、
原

材
料
の
歩
留
り
低
下
、
廃
棄
ロ
ス

増
加
に
つ
な
が
る
。

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど
人
件

費
上
昇
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
も
受
け
に
く

精
緻
化
に
よ
る
消
費
期
限
切
れ

廃
棄
品
の
削
減

・�

廃
棄
し
て
い
た
規
格
外
品
の
商

品
化
（
工
場
直
売
品
、
訳
あ
り

品
と
し
て
の
販
売
等
）

・�

廃
棄
物
の
肥
料
・
飼
料
へ
の
再

利
用

・�

加
工
方
法
の
改
善
に
よ
る
材
料

歩
留
ま
り
率
の
向
上

　
こ
う
し
た
取
組
み
は
、
食
品
製

造
業
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
Ａ
Ｉ
に
よ
る
需
要
予
測
や
在

庫
管
理
の
精
緻
化
等
は
、
流
通
業

者
と
の
連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
流

通
業
者
と
の
連
携
強
化
は
、
今
後

の
業
績
向
上
の
カ
ギ
を
握
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。

い
小
規
模
零
細
企
業
ほ
ど
高
コ
ス

ト
体
質
に
な
る
。
こ
う
し
た
コ
ス

ト
増
加
を
価
格
転
嫁
だ
け
で
吸
収

し
よ
う
と
す
る
と
価
格
競
争
力
が

低
下
し
、
販
売
量
が
減
少
す
る
リ

ス
ク
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
収

益
確
保
は
生
産
性
向
上
や
製
造
コ

ス
ト
削
減
の
経
営
努
力
に
大
き
な

比
重
が
置
か
れ
る
。

　
機
械
化
や
自
動
化
が
難
し
い
と

い
わ
れ
る
食
品
製
造
業

で
も
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
導
入
に
よ
る
生
産
性

向
上
の
取
組
み
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、

従
来
は
作
業
員
の
目
視

で
行
っ
て
い
た
品
質
管

理
（
傷
、
変
形
、
色
落

ち
、
異
物
混
入
等
）
や

重
量
に
応
じ
た
選
別
作

業
を
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像

解
析
に
任
せ
、
精
度
や

検
査
速
度
を
向
上
さ
せ

る
取
組
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
肉
や
魚
の
よ

う
な
形
や
重
量
の
ば
ら

図表１　食料品原材料高騰の要因
要因項目 内容（発生事象） 影響のある主な品目等

気
候
変
動

高温
障害

農作物の収穫量減少、品質低下 米
害虫の発生 葉物野菜、果実
生育不良 キャベツ、トマト、キュウリ

海水温
上昇 不漁、生育不良 イカ、養殖ホタテ

地
政
学
的
リ
ス
ク

戦争・
紛争

生産地からの供給混乱 小麦（ウクライナ）
輸出規制、ロジスティクスの寸断 肥料
エネルギー価格高騰による
生産コスト増加 農産物、魚介類全般

政策 環境保護規制、海洋資源保護規制 魚介類

新興国 経済
成長

新興国の需要増加、
資源の争奪競争の激化 肉類、乳製品、飼料

為替 円安 輸入原材料価格上昇 穀物類、コーヒー豆、カカオ
（出所）著者作成

▲
�製造業の中で最も多い

従業員数だが、労働力
不足は深刻

▲
�食 品 ロ スの削減は

SDGs達成や資源の有
効活用等から、率先し
て取り組むべき課題
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